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研修報告書
	所　　属　　青南病院　　　　　　職　種　　臨床心理技術者　　　　　氏　名　李　蘭

	期　　間　　平成　24年　11月　23日、24日　

	出張目的　　カウンセリングワークショップ

	出 張 先　　青森市国際交流ハウス

	研修に関する考察　　　　　　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


【考察】
解決志向ブリーフセラピーについて、以前より興味を持っていて、ワークブックにて自己学習はしてきた。しかし、自己学習だけでは不十分さを感じており、実践につなげる勇気がなかった。また、ワークブックのみでは、伝わらない細かい部分もあるように思われ、機会があればぜひ研修会に参加したいと考えていたこともあり、今回の研修では興味深く学ぶことができ、感動を覚えた。

今回の研修は二日間に分かれて行われ、解決志向ブリーフセラピーの基礎理論について学んだうえで、実際の２件の事例を通して、研修受講者であればどのように質問をし、どのように展開していくかについて、グループワークを行った。また、解決志向ブリーフセラピーではないが、クライエントをアセスメントするのに有効とされている、講師の森俊夫先生が研究してきた気質論について学んだ。

解決志向ブリーフセラピーの基本的な考え方を取り入れるには、普段問題解決に慣れている我々にとって、大きな発想転換が必要となる。クライエントに何か問題が起これば、なぜそのような事に至ったのか原因について探りがちであり、原因が多すぎて解決するまでの道のりが長すぎたり、原因が分からないままクライエントの述べる問題に囚われることがよくあるように思われる。しかし、解決志向ブリーフセラピーの場合は、それらの原因や問題探しは一旦スルーして、望ましい未来や解決状態を考えて頂き、クライエントが持っているリソースを活用して、その未来像・解決像に近づけていく。そのために、ミラクル・クエスチョンやスケーリング・クエスチョン、例外探し、コンプリメントといったたくさんの手法が用いられている。クライエントにとって普段の生活やそれまでの場面では聞かれたことのないような質問が多く、「ミラクル・クエスチョンのような文言を言うには勇気が要る」、「コンプリメントが気恥ずかしい」という意見もあるが、使いようによっては大きな変化を生む一枚目のドミノになることもあるとのことであり、使い方はいくらでも工夫は出来る。

解決志向ブリーフセラピーの使い方については、実際に実施された事例を通して紹介され、研修受講者同士でグループワークを行なった。基礎理論の学んだ際は、よく理解でき、実践でそうだと安易に考えていたが、自分だったらどのような質問をするのか、どのような展開をしていくかについて考えるグループワークでは、自分の考え方の狭さを感じ、発想転換の必要性を痛感した。また、自分の考えを発表し合うことで、様々な展開が可能であることが認識できた。

「森の気質論」は、ブリーフセラピーとは関連のないものであるが、クライエントに適切な対応をするためのヒントとなるような考え方である。「森の気質論」はシゾイド、循環気質、粘着気質、ヒステリー気質の４気質に分けるとされていて、一見極端に人を判断する危険性があるように思われた。しかし、これは対象者を評価するための分類ではなく、メインに現われている気質に適切に対応することで、信頼関係を築きやすくなり、意思疎通が円滑になされるための分類である。

今回の研修を通して、カウンセリングやアルコール依存症治療プログラム、面談などで解決志向ブリーフセラピーを活用し、問題に囚われるのではなく、解決に展開できるように関わっていきたいと考えている。そのために、患者様のリソースに気付き、例外を見つけ、事実をコンプリメントするなどの発想転換のトレーニングを普段から心がけていきたい。もちろん、患者様によってマニュアル通り使用できない場合も多くあると思われるが、患者様の状態に合わせて、臨機応変に活用できればと考えている。また、「森の気質論」については、気質のタイプにこだわるのではなく、どのようにすればより良い信頼関係が築けるか、どのように話せば相手に納得されやすくなるかなどの、患者様への対応の仕方のヒントにしていきたいと考えている。

【研修要旨】

平成24年度カウンセリングワークショップ

11月23日（金）10：00～12：00「解決志向ブリーフセラピーの基礎理論」／黒沢幸子

１．ブリーフセラピーとは

Milton H. Erickson, MDの考えや治療技法から展開されたモデルである
Brief：短期である。良い変化に要する時間、回数、期間が少ない。

Effective：効果的である。十分な治療性かが得られる。

Efficient：効率的である。時間、費用、労力など。

Elegant：洗練されている。余分なことをしないで、相手の力をうまく使って、無駄なくそぎ落とす。理論はシンプルになる。

Ethical：倫理的である。相手の持っているものから解決につなげ、こちらの考えを押し付けない。

２．基本的な考え

・リソース（資源）

・ユーティライゼーション（利用）

・未来志向

３．解決志向ブリーフセラピー（Solution Focused Brief Therapy:SFBT）
ブリーフセラピーの手法の一つで、ブリーフセラピーの代名詞となっている。

病理や問題と言うよりも、①「リソースやストレングス（強み）」、②「解決像やゴールの構築」、③「具体的アクション」、に焦点を当てる。

⇒例：シチュー作りに例えるなら、「リソースやストレングス」はシチューの材料（ジャガイモやたまねぎ、肉など）で、「解決像」は料理の献立（シチュー）で、「ゴール」はシチューを作るために必要な段階（野菜を切る）、「具体的なアクション」は野菜を切るための行動（ボールを出し、野菜を洗うなど）である。

４．解決志向アプローチの特徴

・モデルがシンプルで、安全性が高い。

・肯定的な側面に焦点を当てて、クライエントの自己効力感が高まりやすい。

・適用は広範囲で、対象を特に選ばず、健常者でも、組織でも適用可能である。（統合失調症の人でもアスペルガーの人でも、望んでいる回答は出ないかもしれないが、その人のリソースを大事にするという考え。）

・平均セッション回数は5回、改善率70％以上というデータがある。

５．中心哲学

①うまくいっているなら、変えようとするな

②一度でもうまく行ったなら、またそれをせよ

③うまくいかないなら、（なんでもいいから）違うことをせよ

⇒①と②を徹底的にやる

６．ものの見方、考え方の前提

・変化は絶えず起こっており、必然。

・小さな変化が大きな変化を生む

・「解決」について知るほうが、「問題」や「原因」を把握するより有用。

・すべてのクライエントはリソースを持っている

・クライエント自身が、解決の専門家→Not Knowingの姿勢に徹する

７．リソースについて（そこにあるものがすべてがリソースである）

内的なリソース：本人の中にあるもの。能力、特技、容姿、売り、成功体験など

外的なリソース：周りにあるもの、家族、ペット、宝物、専門機関、地域など

８．ゴールと解決像（はっきりと区別）

・ゴール：今後の目標（ほんのちょっとの努力で達成可能）

・解決像：「こうなっていれば良いな」というイメージ。夢物語。

問題志向アプローチは、過去を振り返り、現在と繋げていく方法であるが、解決志向アプローチは、まず未来の解決像を考える。しかし、いきなり解決像にはいけないため、現在とひきつけて、達成可能なゴールを決める。
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例：解決像は北極星、ゴールは電信柱。北極星には行くことは無理だが、今の動きを示してくれる。また、目に見える電信柱に向かうことは十分可能である。（解決像は、必ずしも北極星、夢ではなく、他の人が一般的にやられているものもある）

９．ウェルフォームド・ゴール（良いゴールを決めるには）
・大きなものではなく、小さなもの。

・抽象的なものではなく、具体的なもの。

・非定型（～しない、～をやめる）ではなく、肯定形（～する、～をはじめる）で語られる行動。

・クライエントにとって役に立つ価値があると思えるもの→成功体験

１０．ゴールの評価

・決められたゴールについて、クライエントが出来ただけの場合、そのゴールは大きすぎる。手柄がセラピストに行き、感動を伴わない。また、クライエントは、毎回指示を仰ぐだけになるため、終了にはならない。

・クライエントが出来ていて、かつ他にも変化がある場合、そのゴールは成功。手柄はクライエントにいく。自力で乗り越えたと言う感覚、感動を伴う。また壁が現れた場合、自分で考える力が身につく。

１１．問題解決志向アプローチと解決志向アプローチの違い

	問題解決志向
	解決志向

	問題の定義：クライエントにどんな問題があるのか
	望んでいる未来について話す。問題の代わりにどうなっていると良いか（解決像）

	原因の検討：何が悪いのか。
	過去の成功に注目する。すでにやっている、役に立っていることは？（例外探し）

	方法論：対策論の選定。
	強みを評価する。どうやってそんなことが出来るんだろうか。（コンプリメント）

	チェック・評価：問題が減少したかどうかを再計測する。
	うまくいくことをもっとする。役立つことを！（Do more！）


23日（金）13：00～17：00『不登校事例から学ぶ解決志向ブリーフセラピー』／森俊夫先生

事例は、小4から不登校になった、小6女児の母親の初回面接で、解決志向アプローチで実施されている事例である。基本情報説明後、研修受講者だったらどのように展開するか、グループで話し合い、発表していった。守秘義務の関係上、以下はカウンセリング展開のポイントのみ掲載する。

・カウンセリング開始時、「どんなご相談ですか」「どんなことでお困りですか」といった問題に焦点を合わせた質問ではなく、「今はどんなご様子ですか」とニュートラルな質問をする。クライエントが必ずしも問題だけを話題にしない事があるため。

・話題の中からリソース探しをする。

・ミラクル・クエスチョンをする。

＜ちょっと変な質問をします。今日は11時から11時半頃寝ますよね。明日7時頃に眼が覚めますよね。寝てる間に、天使がやってきて、金の粉をまいてくれます。金の粉には今悩んでいることを全部解決してくれるような魔法の力を持っています。まさにキセキが起こるわけです。そのキセキが起こったことを誰も知りません。次の朝目が覚めた時、そのキセキが起こったことをまず何で分かるでしょうか。＞

⇒ミラクル・クエスチョンは、具体的に細かく聞いていくことで、クライエントにとって望ましいと思われる一日を描く事ができる。

・例外を見つける。
＜今話した中で、最近ちょっとあったと言うこと、似たようなことが起こったときの事を何か思い出せますか？＞
　⇒気付いていないが、実際に行われている出来事や変化に気付かされる。

・コンプリメントをする。

　⇒褒めること。褒めることが恥ずかしいときがあるが、評価をするのではなく、事実を伝える。

・スケーリング・クエスチョンをする。

＜先ほど話していただいた奇跡が起きた一日の状態を10としたら、今はどれくらいでしょう。＞

⇒スケーリング・クエスチョンは、クライエントがあまりにもマイナス思考になっているときではなく、コンプリメントなどで、話が良い方に向いてきたときに聞く。

　＜現在の状態が○点ということですが、そこから１点上げるとしたら、どこが変わっているでしょうか。＞

　⇒ゴールを決めるためにする質問で、あまりにも大きすぎる変化の場合は、もう少し細かく刻むよう促す。例えば、＜0.5点上げるとしたら＞のように。

・ゴールを決め、具体的にサジェスチョン（提案）する。

＜○○さんには、周りの様子を一所懸命観察して、よく気付いていると思います。これが良い瞬間だなとか、こんなことがもっと頻繁に起こったら良いなとか、もうすこし長く続けば良いなと言う瞬間のことを良く観察してみてください。ただ『観察』ということになると問題ばかりに目がいくので、気分も下がると思うので、良い方向に向かっている瞬間、良い兆しについて観察してください。＞

⇒ただ提案をするのではなく、よくできていることを伝え（コンプリメント、リソースにもなる）、橋渡し（どのようなことからそういう提案をしたのか）をしてから、具体的に提案をする。

　上記文章では、例外について観察するような提案をしている。

24日（土）9：30～12：00『パニック障害のYさん』／黒沢幸子先生

事例は、長期間にわたって、眩暈と言う症状が突然現れ、予期不安を抱いていた、40代男性、会社の健康管理センターで実施されていた事例である。この事例でも、研修受講者だったらどのように聞いていくかについてグループで話し合い、発表しながら進められていた。守秘義務の関係上、以下はカウンセリング展開のポイントのみ掲載する。

初回面接

今まで精神科医の診察は何年かに渡って受けていて、会社と家でのストレスが多いことが確認された。ここで、＜このようにお会いすることになったのは、何かのご縁ですから、Drから言われたことのないことを聞いてもいいですか？変な質問ですが。＞と念を押し、ミラクル・クエスチョンをする。

⇒ミラクル・クエスチョンは滅多に言わない言い方（天使、金の粉、奇跡など）であるが、人に合わせてセリフを少し変えて見たり、本当に変な質問であることを何度も伝えてから聞くと、大概の人は真剣に考える。朝起きてから、出勤をして、家に帰って、布団に入るまでのミラクル・デイを具体的に聞いていく。

＜少しでも眩暈がマシだったり、眩暈が起こらないで済んだときは、なかったでしょうか？＞

⇒本人に効果があると思われるミラクルから、例外を聞く。どのような状況で、実際に眩暈が現われなかったに気付くことができた。

＜すごく小さなことで、すごく出来ることで、奥さんへのサポートがあるとしたら、どんなことでしょう？＞

⇒奥さんへの関わり方によって、奥さんもストレスを溜めていたこと、そのことで自分もストレスに感じていたという悪循環に気付き、奥さんをサポートしたいという意識が出てきたため、出来ることについて聞く。ほんの小さなことで、無理せずにできるゴール（課題）を何度も確認して決める。

2回目面接

休み明けは必ず眩暈があるが、今週はなかったこと、課題は90％くらいできていて、奥さんに70％くらい労いの言葉をかけられたことを自ら報告する。

⇒課題の大きさがちょうど良かったため、成功体験をすることになり、その成功体験が本人の力となり、もっとやりたいという意欲が湧いてきている。

次回の課題は自分で考え、その考えをThが確認する流れとなる。

3回目面接（最終回）

自ら課題の結果、眩暈や予期不安の症状はまったく出ていないことを報告する。課題の中で気付いた点について確認することとなる。そして、「例外探しの観察、Do more課題」を出し、最終回となる。

24日（土）13：00～16：30　森の気質論／森　俊夫

１．なぜ気質論か？

個人の思考・認知・感情・行動・対人関係のあり方の持続的パターンを表すパターンには、人格、性格、気質がある。

人格と性格は、先天的な遺伝素質だけで決定されるのものではなく、しつけ、教育、訓練、環境などの後天的な影響を受けて形成される。

気質は、生物学的素因が多く含まれ、後天的な要素では変化しない。つまり、気質は先天的な活動性、気分、感受性、思考、感情面の特性である。良い、悪いというものではない。

２．気質を知ることで、どんなことに役立つか？

①精神科臨床診断に寄与する。アセスメントのひとつである。

通常、症状の状態によって診断（DSMなど）をするが、誤診が多くなる可能性がある。

例えば、

・統合失調症なのに、大うつ病エピソードの9項目に当てはまることがあるが、だからと言って抗うつ薬を出したら、状態は悪化する。シゾイドの大うつ病エピソードの状態は、陰性症状なのかも知れない。

・粘着気質の人が大うつ病エピソードの項目に該当した場合、パイポーラーの可能性がある。モノポーラーとまったく違って、抗うつ薬を出したら、躁転する可能性がある。

・ヒステリー気質の強い方が、幻覚・妄想が出た場合、単なるヒステリー反応である事が多い。

②4気質に合わせた、コミュニケーション・スタイルを取ることによって、適切な対応ができ、好ましい人間関係を築くことができる。

合っていないコミュニケーション・スタイルを取ると、話がこじれることが多い

３．特徴

・クレッチマーの3気質＋ヒステリー気質の4気質類型モデルで、ほぼ全ての人がカバーできる。

・排他的ではなく、独立軸であり、重複の可能性がある。

・自己査定、他己査定を含め、より客観的な視点から判断するのが良い。

（自己査定では、好ましいものを選ぶことがある）

４．4気質

・シゾイド気質：統合失調の病前性格。

・循環気質：クレッチマーは躁うつ病の病前性格として分類したが、森は単極のうつを作り出す気質として分類。執着気質、メランコリー親和型と同じ。

・粘着気質：てんかん気質。

・ヒステリー気質：解離障害、転換性障害、境界性パーソナリティ障害（障害としては認めがたい）等と関連が深い。

＊気質別の詳細な特徴は添付資料参照

５．気質毎の対応

１）シゾイド

・論理的、現実的、シンプル。

・感情は持ち出さない。相手を混乱させない。

・シンプルなコミュニケーション。大事な要点だけ伝える。

・気持ちを斟酌しなくてよい。パシッと言う。

・モゴモゴ、遠まわしで言うと、妄想が形成されやすい。

基本5原則

①具体的に：「早く起きよう」ではなく、「6時に起きよう」。

②断定的に：こちらが迷ってはだめ。はっきりと言う。

③タイミングよく：その時、その場で、メッセージを伝える。後で言われても意味がない。

④繰り返して言う：同じメッセージを繰り返し伝える。一貫性が大事。前と違うメッセージを出すと混乱する。

⑤余計な事は言わない：いろいろなことを言うと要点がぼける。遠まわしは通用しない。ロッケルにはロッケルで。　

２）循環気質への対応

・情緒的、支持的な対応

・たっぷりと労い、頑張っていることを褒める

・基本的に、シゾイド対応の原則とは逆の対応をする。

基本5原則

①情緒的、抽象的：情緒や気持ちを大切に。

②選択肢を与える：幾つか選択肢を与え、選んでもらう

③指導は後で：一旦相手に任せ、後で労いつつ指導する。

④その時々でメッセージを変える：場所、時が変わればメッセージも変わる。

⑤余計な話、雑談が命：メモリーファイル数が多い。要点をまとめなくても良い。とにかくしっかりサポートする。すっきりまとまった対応を心がける必要はない。後で相手の判断に任せて様子を見る。

３）粘着気質への対応

・一方的に聞き、一方的に話す。（共感的な言葉をさしはさまない）

・対話で議論を積み上げない。（対話では手こずるため、ミラクル・クエスチョンは有効）

・まずしっかり聞き、それから話す。

基本5原則

①絶対傾聴：饒舌なときほど、とにかく一方的に聞く。

②共感は「うなずき」程度：「分かります」はNG。こだわりは頑固で、簡単に人に分かるわけがないと思っている。

③最初に終了時間を告げる：伝えないと、話が延々と続く可能性がある。

④師弟関係を作る：相手からある種の尊敬を受けるようにする。師の言葉にはよく耳を傾けるため、アドバイスや警句は入りやすい。

⑤具体的な支持は最後に：伝えたら、それ以上は話さずに終わる。

４）ヒステリー気質への対応

・対人関係上の操作をこちらが主導

・駆け引きの対話を楽しむ

・言葉を真に受けない。ルビー語を使うため。できればこちらもルビー語を使う。

基本5原則

①「来るもの拒まず、去るもの追わず」の距離をとる。

②こちらが定点：どっしり構えて、相手に振り回されない。

③一目置かせる：親分子分の関係を作る。真正面から対面すると、バトルになるが、この関係ができたら、具体的な指示が出来る。

④「いつも見てるよ」のメッセージ。頑張っている事、できていること、これからも続くと良いことをポイントに褒めると効果的。

⑤関係を楽しむ余裕を持つ。相手が近づいてきたそうになったら、先にこちらからアクションを起こすなど、駆け引きを自由にコントロールしながら楽しむ。
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